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１．研究計画の概要 
本課題は近世中期に出版された初期草双紙
（赤本・黒本・青本）を中心に、 
（１） 刊行事情の解明 
（２） 初期草双紙の内容分析による近世中

期における歴史事象の伝承の解明 
（３） 初期草双紙の絵の分析による錦絵の

画題との関係性 
について研究している。 
 
２．研究の進捗状況 
（１） 平成１８年度より平成２０年度まで

の間に関係する草双紙の基礎研究
（書誌調査、翻刻、注釈、及び内容
分析）については３０点を終了した。 

（２） １７年度以前に調査研究を終了して
いる作品については２００余点に
及んでいるが、これについて上記３
点の研究課題に基づく分析を進め
ている。 

（３） 近世中期に江戸で刊行された初期草
双紙（赤本・黒本・青本）と、その
後近世後期にかけて江戸で刊行さ
れた、黄表紙、合巻、及び上方で刊
行された上方絵本も視野に入れな
がら、初期草双紙の特色について分
析を行った。 

（１）については初期草双紙が他ジャンルの
書籍類や近世芸能から多くの影響を受けて
いることを検証し、具体的・実証的な研究を
進めて成果を上げている。この研究により、
初期草双紙の読者であった子どもたちを取
り巻いていた近世中期の文化の実態が明確
になりつつある。 
（２）については２００６年度に完成をみた

『草双紙事典』に成果を示した。さらにそれ
を元にしながら、総合的な観点から初期草双
紙の分析を進めつつある。とりわけ近世中期
において歴史事象の伝承についてどのよう
な認識がなされていたのか、これらの豊富な
資料の分析によって明らかにしつつある。 
（３）については初期草双紙の中にある要素
がその後どのように草双紙の展開の中で変
化していくのか、あるいは継承されていくの
か、時間的な推移の中で検証しているもので
ある。また江戸と上方との比較もその特色を
明らかにする上でかかせない研究である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
初期草双紙基礎研究の点数が確保されたこ
とと、２１年度中にまとめる方向性が明らか
になっていることから、おおむね順調と考え
ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１） 初期草双紙における絵と文の関係に

いての分析を行う 
（２） 初期草双紙に描かれる絵の構図につ

いて近世全体を通じた継承と展開
を明確にする。 

（３） （１）（２）を通じて研究計画の３
つの課題について明らかにする。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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